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例えば、他人に迷惑を掛けない、嘘をつか

ない、困っている人がいれば親切にしてあ

げる…。私たちは、誰もが幼いときに
教わる思いやりの気持ちを大事
にし、結婚式のプランニングを
通して実践しています。京都は今も
周りとの付き合いがあって、そんな当たり

前のことが浸透している街です。歴史や文

化だけでなく、温かみのある触れ合いも京

都の魅力の一つでしょう。東京から京都に

帰ってくると、大きくもなく小さくもない京

都という街に、どこか落ち着きを感じます。

適度なサイズ感のなかで、小さな
思いやりを継続して育んでいく。
京都の街の魅力とともに、一人ひとりのお

客様に向き合いながら、ご要望に応えて

まいります。
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　京
都
で
一
生
の
思
い
出
と
な
る
よ
う
な
結
婚
式

を
挙
げ
た
い
！  

多
様
化
す
る
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
上
賀
茂
神
社
や
二
条
城
と
い
っ
た
世
界

遺
産
で
の
〝
和
婚
〞
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
、
老
舗

料
亭
で
の
披
露
宴
の
演
出
、
花
嫁
衣
裳
の
提
供
、

ヘ
ア
メ
イ
ク
、
写
真
撮
影
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手

が
け
て
い
ま
す
。

　「一
人
ひ
と
り
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
自
分
だ
っ
た
ら

嬉
し
い
な
…
と
思
う
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
」
と

谷
口
さ
ん
。
以
前
、新
郎
の
祖
母
の
体
調
が
優
れ
ず
、

結
婚
式
に
出
席
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
当
日
プ
ラ
ン
を
変
更
し
、
式
場
に
向

か
う
途
中
、
新
郎
新
婦
が
地
元
の
商
店
街
を
歩
い
て

祖
母
の
お
宅
に
立
ち
寄
る
と
い
う
案
を
ご
提
案
。
ご

家
族
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
皆
さ
ん
か
ら
も
若
い

二
人
の
門
出
を
祝
福
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
近
で
は
、
外
国
人
の
観
光
客
を
中
心
に
フ
ォ
ト

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
的

な
白
無
垢
を
着
た
い
、
美
し
い
桜
を
バ
ッ
ク
に
撮
り

た
い
…
。
メ
ー
ル
や
電
話
で
何
度
も
お
客
様
の
要
望

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
た
と
え
、
京
都
で
の
滞
在
時
間

が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
期
、
そ
の
場
面
で

の
最
高
の
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
価
値
あ
る
瞬
間

を
創
造
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
お
も
て
な
し

で
す
」。
同
社
で
式
を
挙
げ
た
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
、

ご
家
族
、
ご
友
人
が
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
と
も

に
、
毎
年
記
念
日
に
神
社
や
料
亭
に
足
を
運
ば
れ

て
お
り
、
京
都
の
新
た
な
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
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